
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊                                            ＊ 

＊                                            ＊ 

＊                                            ＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

高 梁 市 農 業 委 員 会 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  第１１回高梁市農業委員会総会会議録 



 

令和４年度 第１１回高梁市農業委員会総会会議録 

 

１．令和５年２月１０日 午後 １時３０分 招集 

２．令和５年２月１０日 午後 １時２６分 開会 

３．令和５年２月１０日 午後 ３時１６分 閉会 

４．会議の場所  高梁市役所 3 階大会議室 

５．出席、欠席、遅参又は中途退場した委員の氏名 

 

議席 

番号 
農 業 委 員 氏 名 

出欠等 

の 別 

議席 

番号 
農 業 委 員 氏 名 

出欠等 

の 別 

地区 

番号 
推 進 委 員 氏 名 

出欠等 

の 別 

１ 深 本 文 雄 出 １１ 小 野 貫 治 出 １ 山 川 光 男 出 

２ 小 西 雅 己 〃 １２ 瀬戸川 伸行 〃 ２ 中 村   進 〃 

３ 伊達 千鶴子 〃 １３ 田 角 幸 正 〃 ３ 小見山 力信 〃 

４ 藤 本 久 也 〃 １４ 小林 三十二 〃 ４ 石 田 義 雄 〃 

５ 中 曽 浩 徳 〃 １５ 中 家 泰 雄 〃 ５ 平 松 伸 行 〃 

７ 吉 岡   孝 〃 １６ 清 水 健 治 〃 ６ 山 元 憲 民 〃 

８ 前 﨑 輝 之 〃 １７ 江 川 泰 司 〃 ７ 吉 家  仁 〃 

９ 西 村 匡 弘 〃 １８ 土 岐 康 夫 〃    

１０ 小 物 博 子 〃 １９ 金 子 時 典 〃    

         

 



６．会議に出席した職員の職氏名 

 

職      名 氏      名 職      名 氏      名 職      名 氏      名 

事務局長 

次  長 

書  記 

内 田 弘 樹 

中 藤 宏 和 

三 宅 秀 生 

書  記 

 

 

藤代 晋太郎 

 

 

 

 

 

 

 

７  本日の会議に付した議題とその結果 

  議案番号     件         名                              結  果 

  第４７号 農地法第３条の規定による許可申請について                     ６件  許  可 

  第４８号 農地法第４条の規定による許可申請について                     ２件  許  可 

  第４９号 農地法第５条の規定による許可申請について                    １０件  許  可 

  第５０号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による 

  農用地利用集積計画の決定について                         ７件  決  定 

   

   

   

   

   

   

８  署 名 委 員 

  １７番  江 川 泰 司 

  １番  深 本 文 雄 

   

９  議 事 の 内 容 

   

  令 和 ４ 年 度  第 １ １ 回 高 梁 市 農 業 委 員 会 総 会 会 議 録 

   

  令和５年２月１０日（金） 高梁市役所 ３階大会議室 

   



議 長 

 

 

 

中藤次長 

議 長 

 

 

中藤次長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

伊達委員 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

中藤次長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 本日の出席委員は、農業委員１８名、推進委員７名です。全員の委員が出席されていますので、会議は成立しております。只今

から令和４年度第１１回高梁市農業委員会総会を開会します。まず、本日の会議の議事録の署名委員の指名を行います。１７番江

川委員と１番深本委員を指名いたします。議案の審議に入ります前に、議案第４９号５１番について、申請者から取り下げの申し

出がありましたので、事務局から説明をお願いします。 

－ 議案取り下げ朗読説明 － 

事務局から説明がありましたように、議案第４９号５１番を取り下げすることとします。それでは、議事に入ります。「議案第４

７号 農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。４０番について事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４７号４０番朗読説明 － 

４０番は、譲受人が、譲渡人から、増反により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、畑１筆１，４６３㎡です。

譲受人の通作距離は、３０ｋｍ以内、耕作面積は１，７８３㎡、家族２人中耕作人は２人、対価は１０アール当り６８万４千円で

す。これらのことから、取得に必要な農業委員会が定める下限面積を超えており、農作業にも常時従事するものと認められ、また、

取得後の農地について利用できるものと認められます。さらに、周辺農地との調和についても現地調査を行い、支障を及ぼす恐れ

は無いものと判断いたしました。従いまして、農地法第３条第２項の不許可要件には該当しないため、許可要件の全てを満たして

いると考えます。なお、この案件については、２月６日に担当委員と現地調査を行っています。地図については、５ページに添付

しておりますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

現地についてですが、今は少し荒れた状態でありますが、今後は農地を買われた方が耕作されると思いますので、何も問題ない

と思います。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４０番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４０番については許可とすることに決定しました。 

次に４１番について、事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４７号４１番朗読説明 － 

４１番は、譲受人が、譲渡人から、空き家バンク利用により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、畑９筆３，６

８２㎡です。譲受人の通作距離は、１００ｍ以内、耕作面積は０㎡、営農計画書をいただいております。家族２人中耕作人は２人、

対価は１０アール当り１１万２千円です。なお、通作距離計算の起点は譲受人が取得する空き家の住所により行っています。これ

らのことから、取得に必要な農業委員会が定める下限面積を超えており、農作業にも常時従事するものと認められ、また、取得後

の農地について利用できるものと認められます。さらに、周辺農地との調和についても現地調査を行い、支障を及ぼす恐れは無い

ものと判断いたしました。従いまして、農地法第３条第２項の不許可要件には該当しないため、許可要件の全てを満たしていると

考えます。なお、この案件については、２月６日に担当委員と現地調査を行っています。地図については、６ページに添付してお

りますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 



小見山委員 

 

議 長 
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議 長 

中家委員 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

中藤次長 

 

 

現地について、確認をいたしましたが、きれいに管理されております。空き家バンクを利用して、今度買われる方は６５歳であ

りまだ若い方なので、きれいに管理してくれるかと思います。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４１番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４１番については許可とすることに決定しました。農業委員会会議規則第１８条の規定により、清水委員の

除斥を求めます。 

（清水委員退席） 

それでは４２番について、事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４７号４２番朗読説明 － 

４２番は、譲受人が、譲渡人から、贈与により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、田２筆２，４４９㎡、畑３

筆４，８２０㎡、計５筆７，２６９㎡です。譲受人の通作距離は、６００ｍ以内、耕作面積は１８，５４４㎡、家族４人中耕作人

は３人、対価は無償です。この案件につきましては、譲渡人と譲受人は親族であり、この度両者の合意によって申請されたもので

す。これらのことから、取得に必要な農業委員会が定める下限面積を超えており、農作業にも常時従事するものと認められ、また、

取得後の農地について利用できるものと認められます。さらに、周辺農地との調和についても現地調査を行い、支障を及ぼす恐れ

は無いものと判断いたしました。従いまして、農地法第３条第２項の不許可要件には該当しないため、許可要件の全てを満たして

いると考えます。なお、この案件については、２月２日に担当委員と現地調査を行っています。地図については、７ページに添付

しておりますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

本案件の畑については、譲受人の方が、もう既にぶどうを作られており、ぼつぼつ１０年になります。田についても管理されて

おります。今後もきちんと管理されるかと思います。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４２番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４２番については許可とすることに決定しました。 

清水委員の除斥を解きます。 

（清水委員着席） 

次に４３番について、事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４７号４３番朗読説明 － 

４３番は、譲受人が、譲渡人から、贈与により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、田２筆２，３４０㎡です。

譲受人の通作距離は、４００ｍ以内、耕作面積は３１８㎡、家族２人中耕作人は１人、対価は無償です。この案件につきましては、

譲渡人と譲受人は親族であり、この度両者の合意によって申請されたものです。これらのことから、取得に必要な農業委員会が定
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吉岡委員 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

中藤次長 

める下限面積を超えており、農作業にも常時従事するものと認められ、また、取得後の農地について利用できるものと認められま

す。さらに、周辺農地との調和についても現地調査を行い、支障を及ぼす恐れは無いものと判断いたしました。従いまして、農地

法第３条第２項の不許可要件には該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。なお、この案件については、２月

２日に担当委員と現地調査を行っています。地図については、８ページに添付しておりますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

本案件については、事務局から説明があった通りでございます。現地についても、何ら問題はありません。ご審議よろしくお願

いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４３番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４３番については許可とすることに決定しました。 

次は関連がありますので、４４番及び４５番について事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４７号４４番及び４５番一括朗読説明 － 

４４番は、譲受人が、譲渡人から、増反により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、畑１筆１９㎡です。次に、

４５番は、譲受人は同一人で、譲渡人から、増反により申請農地の所有権を取得する案件です。申請農地は、畑２筆９５㎡です。

譲受人の通作距離は、２００ｍ以内、耕作面積は２，８７５㎡、家族２人中耕作人は２人、対価は１０アール当り２万円です。こ

れらのことから、取得に必要な農業委員会が定める下限面積を超えており、農作業にも常時従事するものと認められ、また、取得

後の農地について利用できるものと認められます。さらに、周辺農地との調和についても現地調査を行い、支障を及ぼす恐れは無

いものと判断いたしました。従いまして、農地法第３条第２項の不許可要件には該当しないため、許可要件の全てを満たしている

と考えます。なお、この案件については、２月７日に担当委員と現地調査を行っています。地図については、９ページに添付して

おりますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請農地については、ずっと何世代も、何十年も前から既に、譲渡人の家の土地を、譲受人の家の人が耕作されていたものです。

この度、正式に所有権移転となったものです。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４４番及び４５番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４４番及び４５番については許可とすることに決定しました。 

続きまして、「議案第４８号 農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたします。１４番について、事務局から

説明をお願いします。 

－ 議案第４８号１４番朗読説明 － 

１４番は、転用者が、申請農地を進入路及び庭園用地に転用する案件です。申請農地は、畑１筆１０５㎡の内６６㎡、この農地
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の農地区分は、２種農地となります。施設の概要としては、進入路１１㎡と庭木植栽５５㎡となっています。この案件につきまし

ては、事前着工により既に完成しており、申請者には反省を促すと共に始末書の提出をいただいております。また、許可基準に沿

って検討いたしましたが、信用については、過去に違反転用もなく、問題はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の

同意につきましては、該当ありません。行政庁の免許、許可、認可等の処分見込みにつきましても、該当ありません。以上のこと

から、農地法第４条第６項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。なお、この案件については、

２月２日に担当委員と現地調査を行っています。地図等については、１０ページ及び１１ページに添付しておりますので、ご覧く

ださい。 

 事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

 始末書案件が出てしまい申し訳ありません。進入路については家の自宅から市道へと続く生活道ができていたということです。

庭園については庭木を植栽されていたということです。今回、家の前の畑の一部を墓地に転用する案件に伴って出て来たものです。

違反転用の案件が出て来て申し訳ありません。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。１４番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、１４番については許可とすることに決定しました。 

次に、１５番について説明をお願いします。 

－ 議案第４８号１５番朗読説明 － 

 １５番は、転用者が、申請農地を墓地に転用する案件です。申請農地は、畑１筆１５㎡、この農地の農地区分は、２種農地とな

ります。施設の概要としては、墓地１５㎡です。また、許可基準に沿って検討いたしましたが、信用については、過去に違反転用

もなく、問題はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ありません。行政庁の免許、許可、

認可等の処分見込みにつきましては、墓地埋葬法の許可が該当しますが、環境課に許可見込みであることを確認しております。以

上のことから、農地法第４条第６項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。なお、この案件につ

いては、２月２日に担当委員と現地調査を行っています。地図等については、１０ページ及び１２ページに添付しておりますので、

ご覧ください。 

 事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

 この案件につきましては、先ほどの続きで、同じ土地内に墓地を作られるという案件であります。確認しましたところ、周囲へ

の影響もないと思われます。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。１５番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、１５番については許可とすることに決定しました。 

続きまして、「議案第４９号 農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。４１番について事務局から説
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明をお願いします。 

－ 議案第４９号４１番朗読説明 － 

４１番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、露天駐車場に転用するものです。申請農地は、田１筆５

０２㎡です。この農地の農地区分は、第１種農地であり、転用地の１０アール当りの価格は２０万円です。施設の概要としては、

露天駐車場５０２㎡です。このあと説明しますが、農業振興地域整備計画区分変更の手続き中に造成を行ってしまったため、始末

書の提出を求め反省を促しております。この案件につきましては、宇治高原農園直売所が来客用駐車場を必要とし整備するもので

す。この農地は圃場整備田であり、先ほどの説明のとおり第１種農地でありますが、農地転用許可に係る審査基準の第１種農地に

係る例外規定で、農畜産物販売施設の利用のために不可欠な駐車場は農業用施設として転用できることが定められており、これに

より転用許可ができると判断しております。また、農業振興地域整備計画に係る区分については、農用地からの除外ではなく、農

用地から農業施設用地に区分変更を行った上での申請であることを申し添えます。その上で、許可基準に沿って検討いたしました

が、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当あ

りません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２

項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月６日に担当委員と現地調査

を行っています。地図等は、１３ページから１４ページに添付しておりますので、ご覧ください。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請の土地については、ブドウハウスと直売所に隣接しています。今までの駐車場が手狭となったため、転用者が自己施工で駐

車場を作られました。農地法について理解されていなかったため事前着工ということになってしまいました。始末書が添付されて

おります。よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４１番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４１番については許可とすることに決定しました。 

次に、４２番について事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４９号４２番朗読説明 － 

４２番についてご説明させていただきます。転用者が、設定人が所有する申請農地に賃借権を設定し、工事用道路を設置するた

めに一時転用するものです。申請農地は、畑１筆７９３㎡です。この農地の農地区分は、農業振興地域の農用地であり 転用地の

賃借料は１０アール当り５万円です。施設の概要としては、工事用道路７９３㎡です。一時転用の期間は許可日から令和９年１２

月３１日です。農振農用地の一時転用期間の上限である３年を超えておりますが、担当課である農林課に照会して農業振興地域整

備計画の達成に支障を及ぼさないとの回答を得ております。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしましたが、信用

につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ありません。

行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２項の不許可

要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月１日に担当委員と現地調査を行ってい

ます。地図等は、１５ページから１６ページに添付しておりますので、ご覧ください。 
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事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

本案件については、例の高速道路の拡張工事の関係で、高架の下に位置する場所なんですが、作業をするにあたって、ここしか

ない代替の効かない場所だったので仕方ないかと思います。何卒よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４２番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４２番については許可とすることに決定しました。 

次に関連がありますので、４３番から４５番について一括して事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４９号４３番、４４番、及び４５番一括朗読説明 － 

４３番から４５番について、説明させていただきます。４３番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、

太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申請農地は、畑１筆１，７９７㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地

であり転用地は１０アール当り３３万４千円です。施設の概要としては、太陽光パネル１９２枚、発電量は４９．５０ｋｗです。

この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしましたが、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為

の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ありません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきまして

は、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考え

ます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査を行っています。地図等は、１７ページから１８ページに添付してお

りますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、①農地は北側のみ、②雨水及び土砂については境界から距離をとり、

場外の流出を防ぐ。③日照については、境界から３０㎝から２ｍの距離をとり、架台の高さを１．６ｍ程度にし、日陰シミュレー

ションにより確認ずみです。 

４４番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、畑１筆１，１４５㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り６万１千円です。施設の

概要としては、太陽光パネル１９２枚、発電量は４９．５０ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしまし

たが、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当

ありません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第

２項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調

査を行っています。地図等は、１７ページ及び１９ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、

①農地は東側のみ、②雨水及び土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐ。南側山林を取得し、併用地として使用す

る。③日照については、境界から３０㎝から２ｍの距離をとり、架台の高さを１．６ｍ程度にし、日陰シミュレーションにより確

認ずみ。 

４５番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、畑１筆１，２６５㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り４７万４千円です。施設

の概要としては、太陽光パネル１５６枚、発電量は４４．５５ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしま

したが、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該



 

 

 

 

 

議 長 

西村委員 

 

 

議 長 

小林委員 

中藤次長 

土岐委員 

 

小林委員 

山川委員 

 

 

小林委員 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

中藤次長 

 

 

 

 

 

 

 

当ありません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条

第２項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地

調査を行っています。地図等は、１７ページ及び２０ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてです

が、①周囲に農地なし、②雨水及び土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐ。南側山林を取得し、併用地として使

用する。③日照については影響なしです。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請地につきましては、１７ページにあるように、最近までは近所の酪農家に貸していた牧草地であります。現地は草が生えて

いるだけであり、荒れているようなことはありませんでした。分水嶺になりますので洪水とか地崩れの問題は出てきません。ご審

議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

３件ともに同じ譲渡人と転用者ですが、３件に分けて記載しているのは何故ですか。 

申請書が３件に分かれていたためです。 

補足になりますが、個人で太陽光発電施設を設置する場合には発電量が５０ｋｗ以下と決まっています。そのために１件の申請

が５０ｋｗ以下になり、３件に分けて申請しているものと思われます。 

わかりました。 

太陽光については、よく知っているので一言発言させてください。小林委員さんが言われたことに対する説明なんですが、番地

が１個について５０ｋｗ以下の太陽光発電施設を設置するということです。以前は９９ｋｗまで設置することができたのですが、

今現在は５０ｋｗ以下の太陽光発電施設しかできないということになっております。よろしいでしょうか。 

わかりました。 

他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４３番から４５番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４３番から４５番については許可とすることに決定しました。 

次も、４６番から４８番が関連しますので、一括して事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４９号４６番、４７番、及び４８番一括朗読説明 － 

４６番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、田１筆１，１４３㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り３０万円です。施設の概

要としては、太陽光パネル１５６枚、発電量は４４．５５ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしました

が、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当あ

りません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２

項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査

を行っています。地図等は、２１ページから２２ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、

①農地は北側のみで原野化しています。②雨水及び土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐ。南側は道路です。③
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日照については、境界から３０㎝から２ｍの距離をとり、架台の高さを１．６ｍ程度にし、日陰シミュレーションにより確認済み

です。 

４７番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、田１筆１，２４６㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り４０万円です。施設の概

要としては、太陽光パネル１５６枚、発電量は４４．５５ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしました

が、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当あ

りません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２

項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査

を行っています。地図等は、２１ページ及び２３ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、

①周辺農地なし。②雨水及び土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐ。南側は道路。③日照については、影響なし

です。 

４８番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、田２筆８６１㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り４０万円です。施設の概要と

しては、太陽光パネル１４４枚、発電量は４４．５５ｋｗです。なお、全体計画面積としましては、申請農地２筆の間にある雑種

地１筆７７㎡を含めた９３８㎡となります。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしましたが、信用につきましては、

過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ありません。行政庁の免許、

許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２項の不許可要件には該当せ

ず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査を行っています。地図等は、

２１ページ及び２４ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、①周辺農地なし。②雨水及び

土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐ。南側は山林・原野。③日照については、影響なしです。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請農地については、持ち主が高齢のために草刈りもできなくなっているものです。どんどん荒れていっております。田んぼを

このまま置いておいても耕作・管理することはできないでしょうから、太陽光パネルを設置していくということも仕方ないことか

と思います。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４６番から４８番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４６番から４８番については許可とすることに決定しました。 

次に、４９番について事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４９号４９番朗読説明 － 

４９番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、畑１筆９５６㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り３１万４千円です。施設の概

要としては、太陽光パネル１５６枚、発電量は４４．５５ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしました
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が、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当あ

りません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２

項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査

を行っています。地図等は、２５ページから２６ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、

①農地は西側のみです。②雨水及び土砂については境界から距離をとり、場外の流出を防ぐようにしております。南側は宅地・原

野です。③日照については、境界から３０㎝から２ｍの距離をとり、架台の高さを１．６ｍ程度にし、日陰シミュレーションによ

り確認済みです。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請農地については、２５ページの図面の通りでありまして、久賀下生活改善センターの隣であります。現在はお茶の樹を栽培

されておりますが、経年劣化しておりまして、自家消費のみで出荷はしていない状況です。周囲についても悪影響を与える場所も

ありません。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。４９番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、４９番については許可とすることに決定しました。 

次に、５０番について事務局から説明をお願いします。 

－ 議案第４９号５０番朗読説明 － 

５０番については、転用者が、譲渡人から申請農地の所有権を取得し、太陽光発電施設を設置するために転用するものです。申

請農地は、畑１筆９８４㎡です。この農地の農地区分は、第２種農地であり転用地は１０アール当り３０万５千円です。施設の概

要としては、太陽光パネル１４４枚、発電量は４４．５５ｋｗです。この案件につきまして、許可基準に沿って検討いたしました

が、信用につきましては、過去に違反転用等はありません。転用行為の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当あ

りません。行政庁の免許、許可、認可等の処分の見込みにつきましては、該当はありません。以上のことから、農地法第５条第２

項の不許可要件には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。この案件については、２月７日に担当委員と現地調査

を行っています。地図等は、２５ページ及び２７ページに添付しておりますので、ご覧ください。被害防除計画についてですが、

①農地は西側のみです。②雨水及び土砂については、パネルを東側に向けるが、土地が南側に傾斜しているため、敷地外には流出

しない。③日照については、境界から３０㎝から２ｍの距離をとり、架台の高さを１．６ｍ程度にし、日陰シミュレーションによ

り確認済みです。 

事務局から説明がありましたが、現地を調査した委員さんからご報告をお願いします。 

申請農地については、２５ページの図面を見てもらえば位置が分かるかと思いますが、譲渡人の本宅の裏側の傾斜地でありまし

て、周囲への影響を与えるような場所ではありません。ご審議よろしくお願いいたします。 

現地の状況については、ただ今の報告のとおりです。何か発言はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

なしとの声がありました。５０番について許可とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

挙手全員ですので、５０番については許可とすることに決定しました。 

 

続きまして、「議案第５０号農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」を議題と

いたします。事務局、１番から７番まで一括で説明をお願いします。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定についてご説明いたします。１、公告日は令和

５年２月２０日、２、利用権の設定を受ける者は５名、３、利用権の設定をする者は７名、４、利用権の設定をする件数は７件、

５、利用権設定面積は１３，６１０㎡となっています。６で各筆明細です。 

－  議案書にもとづいて、個別の農用地利用集積計画の内容を朗読説明  － 

事務局から説明がありましたが、１番から７番について発言をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

なしとの声がありました。１番から７番について一括して採決をとります。１番から７番について、決定とすることに賛成の委

員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員ですので、１番から７番について決定しました。 

以上で、本日の議案の審議はすべて終了しました。それでは、以上をもちまして、高梁市農業委員会第１１回総会を閉会します。 
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